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令和５年度医歯薬連携による糖尿病重症化予防事業 シンポジウム

医歯薬連携による

糖尿病重症化予防

プログラム
～モデル事業で得られた成果と今後の展開～

開催日時

20
2023

12 水 ～ 31
2024

3 日まで

オンデマンド配信

対象 医師、歯科医師、薬剤師、その他コメディカルスタッフの皆さま

主催 愛知県（事務局：株式会社三菱総合研究所）

動画視聴方法 J-streamオンライン配信動画、自由にご視聴可能です。

医・歯・薬が連携し、糖尿病患者の歯周病リスクを低減することは、

糖尿病重症化予防の観点から重要です。そこで、愛知県では、

医歯薬連携のためのプログラムを開発し、モデル地域における試行及び

実効性・有効性の検証に取り組んできました。

本事業は、愛知県医師会、愛知県歯科医師会、愛知県薬剤師会ならびに各実施地域の

医師会・歯科医師会・薬剤師会にもご協力をいただきながら進めています。

シンポジウムでは、医歯薬連携プログラムの概要と成果についてご紹介いたします。

この機会にぜひご視聴ください。



プログラム

「令和5年度医歯薬連携による糖尿病重症化予防事業」事務局

シンポジウムに関するお問い合わせ

ishiyaku_aichi2023@ml.mri.co.jp

1 開会挨拶

愛知県 保健医療局健康医務部 国民健康保険課 課長 木村 聡

医歯薬連携による糖尿病重症化予防事業の趣旨や、

これまでの取り組みの経緯についてご説明します。

2 医歯薬連携プログラムの紹介

株式会社三菱総合研究所

医歯薬連携プログラムの概要についてご説明します。プログラムの実施体制、

実施手順のご説明のほか、プログラムを実践する際に活用するマニュアルや資料

についてご紹介します。

3 事例紹介

一般社団法人豊橋市医師会 会長 山本和彦

一般社団法人愛知県歯科医師会 監事（豊橋市歯科医師会前会長）松井和博

一般社団法人豊橋市薬剤師会 監事（前会長）中嶋孝任

豊橋市役所健康部健康増進課 専門員 島淳二

令和３・４年のモデル事業で医歯薬連携プログラムに取り組んでいただいた

先生方から事例をご紹介いただきます。医・歯・薬それぞれの役割や

本プログラムへ参加する意義、今後プログラムを発展させるための方法についてディ

スカッションいただきます。

4 パネルディスカッション

[モデレーター]

一般社団法人愛知県歯科医師会 会長 内堀 典保

[パネリスト]

公益社団法人愛知県医師会 理事 横山 正

一般社団法人愛知県歯科医師会 副会長 上村 誠一郎

一般社団法人愛知県薬剤師会 常務理事 天野 晃治

本事業の有識者委員である先生方をお招きし、本プログラムが

今後目指すべき姿や、医歯薬連携推進のための取り組みの

方向性についてご議論いただきます。

令和５年度医歯薬連携による糖尿病重症化予防事業の
詳細については、愛知県の下記サイトに
掲載しておりますのでぜひご覧ください。

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kokuho/ishiyaku5.html

愛知県 国民健康保険課 国保運営グループ

事業に関するお問い合わせ

〒460-8501 名古屋市中区三の丸3-1-2

052-954-6277
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